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ご挨拶

子どもたちの立派な音を
聴いてください。

の拠スズキ・メソードとして世界に知られる才能教育運動

点・才能教育研究会の最大のイヴェントであるグランドのイヴェントであるグランドコン

サートにご来会くださり、厚く御礼申し上げます。

今回の第52回グランドコンサートは、才能教育の偉大な

創始者であった鈴木鎖一先生の生誕110年・没後10年を記
念するメモリアルイヤーのフィナーレですので、出場する子

どもたちや保,澱fの方々 はもとより、振導ffの先生方も大会

役員の方々も、コンサートの成功を期して精一杯の情熱を注
いでまいりました。

わが国の各界からも、また全世界のスズキ・メソード関係

者からも、3,000人以上の子どもが一堂に介して演奏するグ

ランドコンサートに大きな注目と期待が寄せられている理由

の一つは、鈴木鎮一先生が早くも戦前から掴昌され、そして

戦後においては長野県松本市に創られた松本音楽院を母体に

して始まった才有鐵育の実践を通じて訴えてこられた幼児教

育の重要性が､今ようやく広く認識され始めたことにあると

いってよいでしょう。

戦後日本の懸案であった数行jIL本法は去る2006年12j」

に約60年ぶりに改正されましたがその第11条には「幼

児期の教育は、生涯にわたる人生形成の基礎を培う重要なも

のである」と明記されました。さらに内閣教育再生会議は、
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才能教育研究会

会長

中嶋嶺雄
（国際社会学者）

その蚊終細'i(2008年ljj)でも「幼ﾘ&数行のIn祝」を強
く訴えています。

鈴木鎖一先生は若き日に「エルマントーン」として知られ

たミッシャ・エルマンの「アヴェ・マリア」のレコードを聴

いてその美しい音に感動し、ヴァイオリンの道に進まれたの

ですが、才能教育研究会芸術監督の豊田耕兒先生も、子ども

たちの音の質を高めることに努めてこられました。

どうかご来会の皆様には、子どもたちの立派な音を聴いて

いただき､クラシック音楽という偉大な芸術に幼児期から接

し､みずから弾くことのもつ意味をご理解くださいますよう、
お願い申し上げます。
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子どもたちの立派な昔を篭いてください

才能教育研究会会長中嶋嶺雄（国際社会学者）

スズキ・メソードとして世界に知られる才能教育運動の拠点・才能教育研究会の最大のイヴェン

トであるグランドコンサートにご来会くだされ、厚く御礼申し上げますb

今回の第52回グランドコンサートは、才餡教育の偉大な創始者であった鈴木鎮一先生の生誕一

-O周年・没後一○牢を記念するメモリアルイヤーのフィナーレですので、出場する子どもたちや

保護者の方々はもとより、指導者の先生方も大会役員の方々も、コンサートの成功を期して精一杯

の情熱を注いでまいりました。

わが国の各界からも、また全世界のスズキ・メソード関係者からも、3000人以上の子どもが

一同に会して演奏するグランドコンサートに大きな注目と期待が寄せられている理由の一つは、鈴
木鎮一先生が早くも戦前から提唱され、そして戦後においては長野県松本市に創られた松本音楽院
を母体にして始まった才能教育の実践を通じて訴えてこられた幼児教育の重要性が、今ようやく広

く認識され始めたことにあるといってよいでしょう。

戦後日本の懸案であった教育基本法は去る二○○六年一二月に約六○年ぶりに改正されましたが、

その第11条には「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものである」と明
記されました。さらに内閣教育再生会議は、その最終報告（二○○八年一月）でも「幼児教育の重

視」を強く訴えています。

鈴木鎮一先生は若き日に「エルマントーン」として知られたミッシヤ・エルマンのアヴェ・マリ
アのレコードを聴いてその美しい音に感動し、ヴァイオリンの道に進まれたのですが、才能教育研
究会芸術監督の豊田耕児先生も、子どもたちの音の質を高めることに努めてこられました。

どうかご来会の皆様には、子どもたちの立派な音を聴いていただき、クラシック音楽という偉大
な芸術に幼児期から接し、みずから弾くことのもつ意味をご理解くださいますよう、お願い申し上

げます。


